
 第3回ワークショップで示した『現代版烏山線鉄道唱歌』（原案）では、参加した市民からいくつかの検討課題が出された。それらの
課題への対応方針・内容を整理し、最終案をまとめた。第4回ワークショップとして対応後の最終案を基に微調整を加え、ようやく概成
することができた。今回概成したのは、烏山線のうち那須烏山市域の5駅を枢軸とした『現代版烏山線鉄道唱歌≪からすやま篇≫』であ
る。第4回ワークショップでの討議を踏まえて1小節を加え、17番までの構成とした。歌詞に含まれる地域資源の割合からは、これまで
の鉄道唱歌に比べ地域文化の掘り下げによる“学びのツール”として、しかも程良く語感が共鳴しながら軽快に脳裏を通じ琴線に触れな
がら、躰に沁み入っていくことを念頭においた対応である。最終版における地域資源等の構成率は下表のとおりである。 
 この『現代版烏山線鉄道唱歌≪からすやま篇≫』の創作は、市民にとって地域の誇りおよび魅力の再確認・再認識になるものと考えて
いる。加えて、市民には、地域を担う児童達への地域理解の気付きを与える取り組みの契機になることを期待している。また、訪問者に
対しては、文語定型詩の持つ甘美な語感を味わいつつ、これまでの鉄道唱歌には無い“気軽な地域文化案内の入門書”として機能するも
のと考えている。 
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■現代版烏山線鉄道唱歌(最終版)の分類比率■ 

十二口(14番)・長者ヶ平(17番) 

件数 割合(%)
① 自然・自然的景観 13 20.6
② 歴史・歴史的景観 24 38.1
③ 建造物（教育） 0 0.0
④ 建造物(産業) 0 0.0
⑤ 建造物(交通・通信・土木) 8 12.7
⑥ 地名 10 15.9
⑦ 名物・名産・土産・伝統 8 12.7

63 100.0
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常磐津の音も…(３番) 

アキュム(１番)・龍門の滝(10番) 

寿亀山神社(４番)・泉渓寺(５番) 

森田城跡(４番)・森田トンネル (12番)・荒川橋梁(13番) 

やな(２番)・国見のみかん(９番)・ジオパーク(15番) 


